
 
 
 
 
               ２１日は中一のグランドオープンの日で、大勢の市民の方々で賑わって 
               活気ある秋田市中央街でした。木の内前のポケットパークに陣取り、 
               パネル展示をし、募金活動と中一前と中土橋付近で行ないました。 
 
 
 
 
 
 
 
                         今回の募金では石田理事の双子のお孫さん、デイ健翔君と 

綾乃さんが頑張ってくれました。「募金お願いします」と 
大きな声をかけて、近くまで寄って募金箱を差し出してい 
ました。「募金はこうするの」とお手本でした。 

   
                                 この日は、同時にあきたスギッチファン 

ド活動助成金の寄付の募金も行ないまし 
た。この日は県立大本荘キャンパスの大 
島克征、岩谷賢吾、薄井智広、髙岡憲司 
らに頑張ってもらい、２日間で２５，０ 
９３円集まり、ＮＰＯあきたスギッチ 
ファンドに全額寄付いたしました。 

２１日の支援金カヌーは１５，６００円集まり、また街頭でのパドラーズピンポイント支援金募金は２日間で３１，

０９５円集まりました。昨年の今頃は街頭での震災募金活動が盛んでした。秋田市では今は皆無です。 
通る方も募金箱の前を避けて通るようです。昨年は積極的に支援金を募金箱に入れていたと思います。 
支援の仕方も少しずつ変ってきていますが、変えなければいけないものと、変らないものがあるように思いました。 
 

また２２日は、日本赤十字秋田短期大学介護福祉学科助教及川真一さんが中心 
になり、被災地の子供（２００名）を招待して、秋田の自然の中でおもいっき 
り遊んでもらうと企画した「子供サマーキャンプ in あきた」のイベント「雄物 
川のカヌー」を行いました。及川さんは仙台出身で自ら被災され、このイベン 
トには特に思いれもあり、被災地を応援しているパドラーズとしては全面的に 
協力し、事故のないよう安全面には気を使って楽しんでもらいました。 

 


